
スリーマイルアイランド事故 ＴＭＩ事故

スリーマイルアイランド事故 すりーまいるあいらんどじこ

 アメリカのペンシルバニア州スリーマイルアイランド原子力発電所の２号炉（Three Mile 
Island−2：ＰＷＲ、９５９ＭＷｔ）で、１９７９年３月２８日に発生した事故。炉心の一部が溶融し、
周辺に放射性物質が放出され、住民の一部が避難するという、これまでにない事故になった。定格出力
で運転中、主給水ポンプが停止し、自動的に補助給水ポンプが起動したが、補助ポンプの弁が閉じてい
たため給水できず、炉内圧力が上昇した。自動的に加圧器圧力逃し弁が開いて、原子炉は緊急停止し
た。圧力が下がっても故障で弁が閉じなかったので非常用炉心冷却装置（ＥＣＣＳ）が働いた。しか
し、運転員が加圧器圧力逃し弁の”開”のままの状態に気付かず、ＥＣＣＳを停止してしまったため、炉
心上部が露出し、炉心が溶融する事故となった。放射性希ガスと少量の放射性ヨウ素が環境へ放出され
たが、放射線障害の発生はないとされた。
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